
(57)【要約】

【課題】顔面トリートメント用の低周波発生プローブに

おいて、公知（特許文献２）のものでは、２つの低周波

発生電極をプローブ本体のヘッド部の定位置に取付けて

いるので、該各電極を顔面の部位（例えば、目尻部分や

頬部分）に適した間隔で使用することができなかった。

【解決手段】プローブ本体１のヘッド部１１に低周波パ

ルスを発生させる２つの電極２，３を設けるとともに、

２つの電極２，３のうち、少なくとも一方の電極を他方

の電極に対して近接・離間方向に移動可能に設けること

により、両電極を顔面のトリートメントすべき部位（例

えば、目尻部分や頬部分）に適した間隔をもたせて使用

できるようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ ロ ー ブ 本 体 （ １ ） の ヘ ッ ド 部 （ １ １ ） に 低 周 波 パ ル ス を 発 生 さ せ る ２ つ の 電 極 （ ２ ， ３
） を 設 け る と と も に 、
前 記 ２ つ の 電 極 （ ２ ， ３ ） の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 電 極 （ ２ 又 は ３ ） を 他 方 の 電 極 （ ３
又 は ２ ） に 対 し て 近 接 ・ 離 間 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 願 発 明 は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 部 か ら 低 周 波 パ ル ス を 発 生 さ せ る よ う に し た 低 周 波 発 生 プ ロ
ー ブ に 関 し 、 特 に 顔 面 の ト リ ー ト メ ン ト に 適 し た ハ ン デ ィ タ イ プ の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ に
関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
低 周 波 パ ル ス を 肌 面 に 与 え て マ ッ サ ー ジ 機 能 を 発 生 さ せ る よ う に し た 低 周 波 治 療 器 は 、 多
数 出 回 っ て い る 。 こ の 種 の 一 般 的 な 低 周 波 治 療 器 と し て は 、 治 療 器 本 体 （ 低 周 波 発 生 器 ）
に そ れ ぞ れ リ ー ド 線 を 介 し て ２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 を 接 続 し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 特 許 文 献 １ の 低 周 波 治 療 器 で は 、 各 低 周 波 発 生 電 極 が そ れ ぞ れ リ ー ド 線 を 介 し て 治 療
器 本 体 に 接 続 さ れ て い る の で 、 両 電 極 間 の 間 隔 に 自 由 度 が あ り 、 身 体 肌 面 に お け る か な り
離 間 し た ２ 位 置 を 同 時 に マ ッ サ ー ジ す る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
又 、 公 知 の 低 周 波 治 療 器 の 中 に は 、 顔 面 の よ う な 比 較 的 狭 い 範 囲 の ト リ ー ト メ ン ト を 対 象
に し た ハ ン デ ィ タ イ プ の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。 尚 、 こ の 種
の 顔 面 用 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 顔 の 表 情 筋 に 低 周 波 パ ル ス を 与 え る こ と に よ り 、 表 情
筋 を 刺 激 し て 該 表 情 筋 に 弾 力 を 与 え 、 顔 肌 の た る み を と る （ ハ リ の あ る 肌 に す る ） 機 能 を
有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 こ の 特 許 文 献 ２ の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ （ 発 明 の 名 称 は 生 体 刺 激 装 置 ） で は 、 プ ロ
ー ブ 本 体 の ヘ ッ ド 部 に お け る 、 比 較 的 小 間 隔 を も っ た 定 位 置 に ２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 （ パ
ル ス 伝 達 導 子 ） を 取 付 け て い る 。 尚 、 こ の ２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 の 間 隔 は 、 不 変 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ２ ２ ４ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ８ ９ ９ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ２ ２ ４ ９ 号 公 報 ） の よ う に 、 リ ー ド 線 を 介 し
て 各 低 周 波 発 生 電 極 を 接 続 し た 低 周 波 治 療 器 で は 、 各 電 極 の 接 触 位 置 に 自 由 度 が あ っ て 離
れ た ２ 位 置 を 同 時 に マ ッ サ ー ジ で き る が 、 各 リ ー ド 線 が 絡 み 合 っ た り 邪 魔 に な る と い う 問
題 が あ っ た 。 又 、 こ の よ う に 、 各 リ ー ド 線 の 先 に 各 電 極 を 接 続 さ せ た も の で は 、 例 え ば 顔
面 の よ う な 狭 い 範 囲 を ト リ ー ト メ ン ト （ マ ッ サ ー ジ ） す る 場 合 に は 適 さ な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
と こ ろ で 、 顔 面 を 低 周 波 パ ル ス で ト リ ー ト メ ン ト （ マ ッ サ ー ジ ） す る 場 合 、 例 え ば 目 尻 付
近 の よ う に 小 面 積 範 囲 を 集 中 し て ト リ ー ト メ ン ト す る に は ２ つ の 電 極 を 近 接 さ せ る （ 例 え
ば ２ ｃ ｍ 程 度 の 間 隔 に す る ） 方 が ト リ ー ト メ ン ト 効 果 が 高 く な り 、 他 方 、 頬 や 額 な ど の 広
面 積 部 分 を ト リ ー ト メ ン ト す る に は ２ つ の 電 極 を 離 間 さ せ て （ 例 え ば ４ ～ ７ ｃ ｍ 程 度 の 間
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隔 ） 行 う 方 が 広 範 囲 の 面 積 を 短 時 間 で ト リ ー ト メ ン ト で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
と こ ろ が 、 特 許 文 献 ２ （ 特 開 平 １ １ － ８ ９ ９ ４ ５ 号 公 報 ） に 示 す 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ で は
、 ２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 を プ ロ ー ブ 本 体 の ヘ ッ ド 部 の 定 位 置 に （ 間 隔 不 変 状 態 で ） 取 付 け
て い る の で 、 該 各 電 極 を 顔 面 の 部 位 （ 例 え ば 、 目 尻 部 分 や 頬 部 分 ） に 適 し た 間 隔 で 使 用 す
る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 願 発 明 は 、 主 と し て 顔 面 の ト リ ー ト メ ン ト を 行 う 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ に お い て 、 ２ つ の
電 極 を 顔 面 の 部 位 に 適 し た 間 隔 で 使 用 し 得 る よ う に す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 願 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 次 の 構 成 を 有 し て い る 。 尚 、 本 願 発 明
は 、 主 と し て 顔 面 の ト リ ー ト メ ン ト を 行 う 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ を 対 象 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 本 願 発 明 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 の ヘ ッ ド 部 に 低 周 波 パ ル ス を 発
生 さ せ る ２ つ の 電 極 を 設 け る と と も に 、 該 ２ つ の 電 極 の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 電 極 を 他
方 の 電 極 に 対 し て 近 接 ・ 離 間 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
２ つ の 電 極 （ 低 周 波 発 生 電 極 ） は 、 何 れ か 一 方 の み を 移 動 可 能 に し て も よ く 、 あ る い は 両
方 を 移 動 可 能 に し て も よ い 。 尚 、 ２ つ の 電 極 を 最 近 接 さ せ た 状 態 で は 、 両 電 極 間 （ 中 心 間
） の 間 隔 が ２ ｃ ｍ 程 度 に な り 、 最 離 間 さ せ た 状 態 で は 両 電 極 間 の 間 隔 が ５ ～ ８ ｃ ｍ 程 度 に
な る よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
可 動 側 の 電 極 は 、 例 え ば プ ロ ー ブ 本 体 に 対 し て 揺 動 自 在 な ア ー ム の 先 端 部 に 取 付 け て 、 該
ア ー ム を 揺 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 他 方 の 電 極 と の 間 隔 を 変 更 さ せ 得 る よ う に す る と よ い
。 尚 、 こ の 場 合 、 電 極 を 取 付 け る ア ー ム は 、 プ ロ ー ブ 本 体 に 対 し て 適 度 の 摩 擦 抵 抗 が あ る
状 態 で 取 付 け 、 ト リ ー ト メ ン ト 時 に 可 動 側 電 極 が 不 用 意 に 移 動 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
低 周 波 パ ル ス の 発 生 源 （ 低 周 波 パ ル ス 発 生 器 ） は 、 プ ロ ー ブ 本 体 内 に 内 蔵 し た も の で も 、
外 部 接 続 形 式 の も の で も よ い 。 又 、 低 周 波 パ ル ス 発 生 器 の ほ か に 充 電 式 の バ ッ テ リ ー を プ
ロ ー ブ 本 体 内 に 内 蔵 す る と 、 商 業 電 源 の 無 い 場 所 で も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 願 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 例 え ば 顔 面 の 目 尻 付 近 を ト リ ー ト メ ン ト す る 場 合 は 、 ２ つ
の 電 極 を 最 近 接 （ 例 え ば 間 隔 が ２ ｃ ｍ 程 度 ） さ せ た 状 態 で 行 い 、 他 方 、 頬 や 額 部 分 を ト リ
ー ト メ ン ト す る 場 合 に は 、 両 電 極 を 所 望 間 隔 （ 例 え ば ４ ～ ８ ｃ ｍ の 範 囲 の 所 定 間 隔 ） ま で
離 間 さ せ た 状 態 で 行 う 。 そ し て 、 両 電 極 を 近 接 さ せ た 状 態 で 顔 肌 （ 例 え ば 目 尻 付 近 ） に 接
触 さ せ る と 、 顔 肌 の 小 面 積 範 囲 に 低 周 波 パ ル ス を 集 中 し て 与 え る こ と が で き 、 他 方 、 両 電
極 を 離 間 さ せ た 状 態 で 顔 肌 （ 例 え ば 頬 部 分 ） に 接 触 さ せ る と 、 該 各 電 極 が 接 触 す る 離 間 し
た ２ 位 置 に 低 周 波 パ ル ス を 与 え る こ と が で き る 。 尚 、 顔 肌 全 面 を ト リ ー ト メ ン ト す る 場 合
は 、 各 電 極 を 接 触 さ せ る 位 置 を 順 次 移 動 さ せ て い く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 、 本 願 発 明 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ 本 体 の ヘ ッ ド 部 に 設 け た
２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 間 の 間 隔 を 自 由 に 調 整 で き る 。 従 っ て 、 両 電 極 を 近 接 さ せ た 状 態 で
は 、 顔 肌 の 小 面 積 範 囲 （ 例 え ば 目 尻 付 近 ） を 集 中 し て 低 周 波 パ ル ス に よ る ト リ ー ト メ ン ト
が 行 え る の で 、 表 情 筋 の 弾 力 化 （ 顔 肌 の た る み と り ） を 効 率 よ く （ 短 時 間 で ） 達 成 で き 、
他 方 、 両 電 極 を 離 間 さ せ た 状 態 で は 、 頬 や 額 部 分 の よ う に 比 較 的 広 面 積 部 分 の 全 域 を 短 時
間 で ト リ ー ト メ ン ト す る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 本 願 実 施 形 態 を 説 明 す る と 、 図 １ ～ 図 ３ に は 本 願 第 １ 実 施 形
態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ を 示 し 、 図 ４ に は 第 １ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ の 使 用 方 法
を 示 し 、 図 ５ に は 本 願 第 ２ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ ～ 図 ３ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 ハ ン デ ィ タ イ プ の プ ロ ー ブ 本 体
１ の ヘ ッ ド 部 １ １ に 低 周 波 パ ル ス を 発 生 さ せ る ２ つ の 電 極 ２ ， ３ を 設 け て い る 。 こ の 実 施
形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ 内 に 低 周 波 パ ル ス 発 生 器 ８ と バ ッ テ リ ー ９
を 内 蔵 し た 携 帯 式 に 構 成 し て い る 。 尚 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ の 後 端 部 に は 充 電 コ ー ド 接 続 口 ４
が 形 成 さ れ て い る 。 プ ロ ー ブ 本 体 １ の 上 面 部 に は 、 電 源 ス イ ッ チ ５ と 、 出 力 （ 強 弱 ） 切 換
ス イ ッ チ ６ と 、 低 周 波 の パ ル ス モ ー ド （ ３ 種 類 ） の 切 換 ス イ ッ チ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 ２ ， ３ は 、 一 方 の 電 極 を ヘ ッ ド 部 １ １ に 対 し て 不 動 状 態 で 固 定 し た
固 定 側 電 極 ２ と し 、 他 方 の 電 極 を 固 定 側 電 極 ２ に 対 し て 近 接 ・ 離 間 方 向 に 移 動 可 能 な 可 動
側 電 極 ３ と し て い る 。 即 ち 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 固 定 側 電 極 ２ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 ヘ ッ
ド 部 １ １ に 固 定 さ れ た 固 定 ア ー ム ２ ０ の 先 端 部 に 取 付 け て お り 、 可 動 側 電 極 ３ は 、 プ ロ ー
ブ 本 体 ヘ ッ ド 部 １ １ に 対 し て 揺 動 自 在 に 取 付 け た 可 動 ア ー ム ３ ０ の 先 端 部 に 取 付 け て い る
。 尚 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 側 電 極 ２ は 固 定 ア ー ム ２ ０ の 先 端 部 に 設 け た 電 極
取 付 台 ２ １ の 下 面 に 露 出 さ せ て お り 、 可 動 側 電 極 ３ は 可 動 ア ー ム ３ ０ の 先 端 部 に 設 け た 電
極 取 付 台 ３ １ の 下 面 に 露 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
可 動 ア ー ム ３ ０ の 基 端 側 は 、 ヘ ッ ド 部 １ １ の 下 面 側 に 設 け た ア ー ム 取 付 台 １ ２ （ 図 ２ 参 照
） に ピ ン １ ３ で 枢 支 し て お り 、 該 可 動 ア ー ム ３ ０ が 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 実 線 図 示
位 置 と 鎖 線 図 示 位 置 （ 符 号 ３ ０ ′ ） の 間 の 角 度 ａ （ ａ ＝ 約 ９ ０ ° ） の 範 囲 で 揺 動 し 得 る よ
う に し て い る 。 尚 、 可 動 ア ー ム ３ ０ の 基 端 部 と ア ー ム 取 付 台 １ ２ と の 間 に は 、 図 ２ に 示 す
よ う に ゴ ム ブ ッ シ ュ １ ４ を 介 在 さ せ て お り 、 該 可 動 ア ー ム ３ ０ が プ ロ ー ブ 本 体 ヘ ッ ド 部 １
１ に 対 し て 適 度 の 摩 擦 抵 抗 が あ る 状 態 で 取 付 け て い る 。 従 っ て 、 可 動 ア ー ム ３ ０ は 強 制 的
に （ 少 し 強 く ） 揺 動 さ せ な い と 移 動 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
可 動 ア ー ム ３ ０ を 固 定 ア ー ム ２ ０ に 近 接 さ せ る と （ 各 電 極 取 付 台 ２ １ ， ３ １ の 外 面 同 士 が
接 合 す る ） 、 可 動 側 電 極 ３ が 固 定 側 電 極 ２ に 対 し て 近 接 し （ 図 示 例 の も の で は 各 電 極 ２ ，
３ の 中 心 間 隔 Ｌ １ が 約 ２ ｃ ｍ と な る ） 、 可 動 ア ー ム ３ ０ を 鎖 線 図 示 位 置 （ 符 号 ３ ０ ′ の 位
置 ） ま で 揺 動 さ せ る と 、 可 動 側 電 極 ３ ′ が 固 定 側 電 極 ２ に 対 し て 大 き く 離 間 す る （ 図 示 例
の も の で は 各 電 極 ２ ， ３ ′ の 中 心 間 隔 Ｌ ２ が 約 ５ ｃ ｍ と な る ） 。 尚 、 可 動 ア ー ム ３ ０ の 長
さ を 長 く し た り 、 あ る い は 可 動 ア ー ム の 揺 動 角 度 ａ を 大 き く す る こ と に よ っ て 、 両 電 極 ２
， ３ ′ 間 の 最 大 離 間 間 隔 Ｌ ２ を さ ら に 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 第 １ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 図 ４ に 示 す よ う に し て 使 用 さ れ る 。 即 ち 、 例
え ば 顔 面 の 目 尻 付 近 を ト リ ー ト メ ン ト す る 場 合 は 、 図 ４ に 実 線 図 示 す る よ う に 、 ２ つ の 電
極 ２ ， ３ を 最 近 接 （ 例 え ば 間 隔 が ２ ｃ ｍ 程 度 ） さ せ た 状 態 で 行 い 、 他 方 、 頬 や 額 部 分 を ト
リ ー ト メ ン ト す る 場 合 に は 、 鎖 線 図 示 す る よ う に 、 両 電 極 ２ ， ３ を 所 望 間 隔 （ 例 え ば 最 大
間 隔 ） ま で 離 間 さ せ た 状 態 で 行 う 。 そ し て 、 両 電 極 ２ ， ３ を 近 接 さ せ た 状 態 （ 実 線 図 示 状
態 ） で 顔 肌 に 接 触 さ せ る と 、 各 電 極 ２ ， ３ か ら 顔 肌 の 小 面 積 範 囲 に 低 周 波 パ ル ス を 集 中 し
て 与 え る こ と が で き 、 他 方 、 両 電 極 ２ ， ３ を 離 間 さ せ た 状 態 （ 鎖 線 図 示 状 態 ） で 顔 肌 に 接
触 さ せ る と 、 該 各 電 極 ２ ， ３ が 接 触 す る 離 間 し た ２ 位 置 に 低 周 波 パ ル ス を 与 え る こ と が で
き る 。 尚 、 顔 肌 全 面 を ト リ ー ト メ ン ト す る 場 合 は 、 各 電 極 ２ ， ３ を 接 触 さ せ る 位 置 を 順 次
移 動 さ せ て い く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ を 使 用 す る と 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ の ヘ ッ ド
部 １ １ に 設 け た ２ つ の 低 周 波 発 生 電 極 ２ ， ３ 間 の 間 隔 を 自 由 に 調 整 で き る 。 そ し て 、 両 電
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極 ２ ， ３ を 近 接 さ せ た 状 態 で は 、 顔 肌 の 小 面 積 範 囲 （ 例 え ば 目 尻 付 近 ） を 集 中 し て 低 周 波
パ ル ス に よ る ト リ ー ト メ ン ト が 行 え （ 表 情 筋 の 弾 力 化 を 効 率 よ く 達 成 で き る ） 、 他 方 、 両
電 極 ２ ， ３ を 離 間 さ せ た 状 態 で は 、 頬 や 額 部 分 の よ う に 比 較 的 広 面 積 部 分 の 全 域 を 短 時 間
で ト リ ー ト メ ン ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ に 示 す 第 ２ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ は 、 ２ つ の 電 極 ２ ， ３ と も に 、 相 互 に 近 接
・ 離 間 方 向 に 移 動 自 在 と し て い る 。 即 ち 、 各 電 極 ２ ， ３ は 、 そ れ ぞ れ ヘ ッ ド 部 １ １ に 対 し
て 揺 動 自 在 な 可 動 ア ー ム ３ ０ ， ３ ０ の 先 端 部 （ 各 電 極 取 付 台 ２ １ ， ３ １ の 下 面 ） に 取 付 け
て お り 、 各 可 動 ア ー ム ３ ０ ， ３ ０ を 実 線 図 示 位 置 と 鎖 線 図 示 位 置 （ 符 号 ３ ０ ′ ， ３ ０ ′ の
位 置 ） と の 間 の 角 度 約 ９ ０ ° の 範 囲 で 揺 動 さ せ る こ と に よ り 、 各 電 極 ２ ， ３ を 近 接 状 態 と
離 間 状 態 に 変 位 さ せ 得 る よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 可 動 ア ー ム ３ ０ の 長 さ を 第 １ 実 施
形 態 の も の と 同 じ に し た も の で あ っ て も 、 両 電 極 ２ ′ ， ３ ′ 間 の 最 大 離 間 間 隔 Ｌ ３ を ８ ｃ
ｍ 程 度 ま で 拡 大 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ の そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 の も の と 同
じ で あ り 、 そ の 説 明 は 第 １ 実 施 形 態 の も の を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 各 実 施 形 態 で は 、 低 周 波 パ ル ス 発 生 器 ８ を プ ロ ー ブ 本 体 １ に 内 蔵 し た も の を 採 用 し て
い る が 、 該 低 周 波 パ ル ス 発 生 器 ８ は 、 外 部 接 続 す る も の を 使 用 し て も よ い 。 又 、 電 源 は 、
バ ッ テ リ ー ９ に 代 え て 商 業 電 源 を 使 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 第 １ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ の 使 用 方 法 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 第 ２ 実 施 形 態 の 低 周 波 発 生 プ ロ ー ブ の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ は プ ロ ー ブ 本 体 、 ２ ， ３ は 電 極 、 １ １ は ヘ ッ ド 部 、 ２ ０ は 固 定 ア ー ム 、 ３ ０ は 可 動 ア ー
ム で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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